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られた話も度々うかがう機会もあり，海軍関係者との親交は終生のものであったよ
うである。いささか場違いではあったがそのような人々の会合に特別な招待を受け
参加の機会を得ることもあった。そこには，先生のもつ特別な世界があったように
感じられ，先生の人生の柱となっているものの一面を垣間見た気がしたことでもあ
った。一方，先生の学会活動は，顕著なものとしては，比較法学会，日米法学会（先
生は原初会員の一人でありその関係もあって専修大学は賛助会員の一員でもある）があ
り，両学会では長く理事を勤められており，また第12期学術会議会員となられ３期
にわたり勤められている。これらの場において先生は，多くの方の知己を得ておら
れ，また信頼されていたように感じられたことであった。私は1983年から1985年に
カリフォルニア大学バークレイ校に留学の機会を得たが，この留学についても，カ
リフォルニア大学のショウ・サトー先生に紹介の手紙を書いてくださり，おりしも
バークレイに客員教授として出かけられる藤倉浩一郎先生（当時東大法学部教授）
を紹介していただき首尾よく私の留学の筋道を立てていただいたのも砂田先生であ
り，砂田先生のいわば学会活動の成果に乗って私の留学も成り立ったようなもので
ある。この点も留学のその後の私の人生に与えた影響を考えると感謝に耐えないこ
とでもある。
　専修大学入学以来，人生の上でも模範とすべき先輩の一人として先生を敬愛し，
先生の踏まれた道を形としては同様に私も歩んできたことを認めねばならないが，
そのことについては一応無事にこれまで務められたことに感謝しつつも，努力が足
らず先生を乗り越えることなど到底及ばなかったことをお詫びする次第である。
　（平成21年11月）
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　砂田先生。先生に初めてお目にかかったのは，中央大学大学院で，守屋善輝教授
退職のあと，非常勤講師として先生が英米契約法と英米手形小切手法を担当される
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ことになったときでしたね。私の指導教授の新井先生から，先生が来られるとは伺
っておりましたし，学部のゼミ生のときから先生の著書『イギリス契約法』やいく
つかの論文を読んでお名前を存じ上げてはいましたが，冗談半分にせよ，新井先生
から「厳格な先生ですよ！　失礼のないようにね，授業中頰杖をつくなどしないこ
と」とおどかされていたので，実際に教室に行くまで，どんな先生かと心配でした。
　最初の授業のとき失礼のないようにと早めに行くと，先生はもう教室に座ってい
らっしゃいました。会釈をしながら部屋に入るとき，眼鏡を外した先生からジロリ
と見られ，一瞬「やはり怖そうだなあ」と思いましたが，自己紹介後に微笑まれた
ときの目が非常に優しかったことを良く覚えています。
　確か，契約法の方はイギリスの Weekly Reports から選んだ新しい判例を読むこ
とにし，手形小切手法については平易な入門書の D. Richardson, Guide to Negotia-
ble Instrument をテキストにしましたね。英米法専攻の院生は数少なかったので，
授業は厳しいながらも和やかな雰囲気もあり，英米法以外の話題に花が咲くことも
多かった。しかし，休講は殆どなかったように覚えています。
　中央大学大学院修士課程に長居をした後，専修大学の博士後期課程で先生の教え
を受けることになりましたが，入学の際の口述試験での先生の質問には参りました。
あまり勉強していなかった法制史の分野，それも14世紀のハンバー川渡し船事件
Humber Ferry Case について「原告が動産返還請求訴訟 detinue ではなく，侵害
訴訟 trespass の訴えを提起したのはなぜか？」と聞かれて，「動産返還請求訴訟
では渡し船の転覆により溺死した馬体の引き渡しを求められるだけだから意味がな
く，それゆえ損害賠償を得ることができる訴訟方式を利用した」と答えましたが，
あれで正しかったのでしょうか？　いつか伺おうと思いつつ，機会を逸してしまい
ました。
　私が専修大学大学院では初めての英米法専攻者で，当然授業は一対一でしたから，
授業日の前夜はいつも徹夜で，本当に大変でした。でも，研究の方はテーマも方法
も自由にさせて下さったことを非常に感謝しております。在学中に，「今度助手採
用試験をするから受けろ」と言われました。あの頃は自分自身の能力に自信を失っ
ていたので逃げ回っていたら，先生からお叱りの電話をいただき，嫌々試験を受け
ました。これは本当です。結果は採用で，今日の私があるのも先生のお陰ですが，
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不肖の弟子には苦労の始まりでもありました。先生が心配をされると言いませんで
したが，いろいろなことがありました。
　思えば，法学部の一員となって以来，先生のお心遣いを無視することがたびたび
ありました。在外研究の行き先を決めるときも，「法学を勉強するならやはり首都の
ロンドンにかぎる。ロンドン大学の Diamond 教授を紹介してやる」と言われたのに，
「大都会は嫌だ」と，先生に相談することもなく，契約法の泰斗 Furmston 教授が
いたブリストルに勝手に決めてしまいました。大変申し訳なく思っております。
　先生がご退職の際に，研究を振り返える会がありましたが，その席で突然「気分
が悪い」と仰ったとき，念のためにとご一緒した病院の医師から「心電図に異常が
認められるので，少し入院して下さい」と言われたときには本当に意外でした。そ
れまで「医者の厄介になったことはない」と仰っておられたように，私には先生は
頑強な身体の持ち主に思えたからです。数日後にお見舞いに行ったとき，空きベッ
ドがなく小児科病棟に入っておられた先生は，いかにも場違いなところにいるとい
う感じで，「もうどこも何ともないのになあ？」と怪訝そうな顔で仰っていましたね。
　砂田先生。かつて二人いた専修大学の英米法担当教員は今ではひとりになってし
まいました。時代は変わり，大学も変質して，英米法科目を取り巻く状況は複雑で
す。でも，先生から受け継いだイギリス法研究の灯火はしっかりと守っていきたい
と思います。
　先生，どうぞ安らかにお眠り下さい。
砂田先生の思い出
法学部准教授　岡 田 好 史
　今村法律研究室報が , 今年の３月で50号を迎えたことから，元室長でもある砂田
先生に原稿依頼をしたのが先生との最後の交流になるとは，思ってもいませんでし
た。そのお返事の中で，今は体調が悪く原稿の依頼はすべて断っているとしたため
られていたので心配していたのですが……。
